
 

Instructions for use

Title バット用材としてのアオダモ, ホワイトアッシュおよびシュガーメープルの材質特性

Author(s) 武藤, 吾一; 小泉, 章夫

Citation 北海道大学演習林研究報告, 64(2), 113-122

Issue Date 2007-09

Doc URL http://hdl.handle.net/2115/30302

Type bulletin (article)

File Information 64(2)_113-122.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP

https://eprints.lib.hokudai.ac.jp/dspace/about.en.jsp


ヒ海道大学演習林仙寺r.ffi.，:f; 市64右 前2号 1，2007;

パットJTI材としてのアオダモ，ホワイトアッシュ

およびシュガーメ…ブルの材質特i

:;:¥'-J，J息 子主 I 
E九n;j守口 小泉苧:jJ

Mcchallical propcrlIcs of aυdamu (Fn品 inus1間以zno:..，';α)，whit(、ash
(Fraxinus americana)， and sugar maple C4日'rsaccharuml as baseb呂lIb乱tS

by 

GOlch; l'vIl";()'. Akio KOIZUvJJ~ 

喪 E言

113 

アオダモ (}<ruxinusfam明ワωsu;は，ノミットm材としてのI1産を.!!::i色遣の天然外に依イIL-ており。蓄積資源
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聞におt、た北海、色区ア t)1モ材(j)強度判性については

':;-; ii'告らけ979. 19幻)の 1Itî )Í':~ ，1-タYITH，についての報

;i』があるが，供試木訟はそれ.p';fL1林分から ;11岡ii，ず
つ℃あり十分とはいえなし s

オ可制J究で:Lア寸グモの世l度1'1賓の地域h'日差，肥

大成長と強度約性の関係を司.，べること，ア方ダモ以外

でパァト付としてよく 1IJJIJ!'れるシーガーメープル

ホワイトァ、，シュとの材質特刊の差異を検討寸るこ

t，プロ野球?大宇野球で使用されてv、るバゾト材の
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2. 材料および試験体

jjI;o式材料の概吹を表ニ不す これらのうち γ 

オダモはJニyi:;.道の目立振 11 ""地方のι小牧市(伊雨入
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1. はじめに

ア才夕刊モ (Fraλinus IaJluginosu) は， 曲(-n虫さを

はじめhする力学内特刊に優れ， 'HJ求刑ハ y トに用い

られゐ主;，&な部砲であるコ JJlff.パァトヰjのア巧グモ
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上 f，伐療を録くして効率的に村主、生たすること守ハ
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検討1， X以了な!日大成長と優良な材質が問¥rオるかの検

討，バット材 i二点められるも1-nの指偲を「司らかにする
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不したように変動の小ろい新冠町こ1¥7ひどかゴiでは平

均1，;;のど三がi山りカであり，有起と三が枚山される結呆と

f、~， -r、
J ーの

地域間7主については 植山と日宍町の肥ん成長が

良好でおり，ムJ料や採取した林公が成k(こ閉して増刊

の付い U~lで品ること古斗fh却された、 方，村民i日iで

は パ y ト刊能l二関わるt旨擦のうち s(，'と J?'ノUJ!S

に合意主主がJ，~られたもののヲ布怠ぷ準;立低いものであ

コfこパまた， 1ドlし「性能のお僚である }Rノ'E，jjOR お

よび U については有忌走が検[;Jされなかった ~ßi定

特牲については地域的な材技変其が小さいことが示唆

予オしたn

“ ι立水平1シらで己主差あ '1，乍 ィー1j:水 ~t3 %でt-l1主主あり

1:;\1と ~f()F については持取地問で告辺、差は認め

られなか Jたが， IrhJ者は同様の佑lirJをXJ、し (1泣3人

とちりをJ吋告に憎い亡も蒸し支えな t、こと語、わかっ

七 Idtl若円相珂係数~iO.9S告でまら打マ erl!MiJlè の ltの

↑J，]怯は1.23~であ汁た(j泣 4 )て

Udはむかわ町，、1'1[，日IT，11，同町の 3笥丙;'0)試験

体にザル，-cのA話J掌曲¥j'什P:J執を1Jってふめたが，百1>(1'守

山lT試峨の荷重たわみ日主総から求めたじといi慌の傾

1"1を小["仁-d0)代わりにじを指燃として使えること

が可之された l珂首の情際係数は0.8加で， C'dノじの比

の平均値は1.7G8であった I伺 5九なおも衝寧dIJげ試

験による F弘の測定引むにはばらつきが多いとい与報汚

(古島 19終日があり，本正線引結民でもそのような傾

1-'1埼玉主主りgたっ 4_ 2 成長速度と強度特性の関保

効ギfよJな点'j0)左往並キ I Ii旨 Lた人 i 造;ll~ト 11'う十で

は いかに速い成長J:U支でアヨfダモを有成する刀、埼玉平(

泣な課題亡なるが， 1日j叫に J、yト林に過した材質のア

オダモを台)，Jì;ヲゐここにも作}J可る{~ 裂があるc そこ

む 通市の天然生アォダモよりも速い成長i's!支で成長

レたア之了ダモの材質を調べるためサ約20午前に人 i造

林されて良好な肥大成長を不した原点町のアオダモを

1ll-~^材料とい古tJ:Hで倹tlf した又烈;j'十である 7 採取l患

の結果とよじ較したハ

)享よ~8Jj の:式験体の 'ìNJV (止大然林正!TIJ様に林分

内の変主主がべきかったが， 、〆r，J~;白は 3.5ml;1 とノベ然林

の2l点);， r_のきわめて良好在肥大成長を IJ"した J 方

AJnJとぷぷの買に桁関関係は;tめられず，的果

日c;σ〉平均f吉は厚真町とその他山大然林にお

-c， 

として。

20 

図 4 白げ斗シゲ平'Jl0ι) と f~l:0ヤング享 UJ'(]l の'1!係
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表4 村氏特t:..析。〉偵挫河差{二IAJ-9る分散分析結呆

月六h 支 λノJド lti 
l長 ;-1;[ 分此北

出禄i地 お栃内 闘将lilj 制f最九

月(~ - 7': 。(1031 U.0025 ょ 25

ワ
何"寺 4-:6[:)1; ，')9日24- 10， .，):)yy 

Ed 7 n .'E).O~ :i.85 10.1で..
lf()!~' フ 72 -31. 28 2.52 12. .'13叫

.MOR ， 7? 7、s守t 1:"14 日 66"'"'

ワ T2 ': 1. 51 5.1. /:8 。76

( Jd ワ 京) :12.73 17.1. I!l fJ，λ:s 

九%LBS' - iそ士 l05.ST lU仁S 105¥.)"''' 

cs 71 :168.91 J凸.:i 月77 ][ てJ‘" 北大

ちQ ヌ U; 1，s.9.1 2 ~j() ゎ 5::¥山山

」γ イミ盲点it'-J 'y;.，-('右吉ノであ日

i 吉耳~， G. }マd阿 "fOl" MrJ R弓 ~ %!JJS阿ふぢ.および

5月について右足、本 i事1%で樹fil聞の差が検HZれた

{長 4)， 

各樹係 (j)強度特刊を存在到すると。 γ ォダモ~;t :l複

種の中で G. 五%1.B5，ふイがんきく ，le" ': ilIiJE li 

ノトきかった。シュブfーメーブルは 1!OF，，lmR，じ五

lこ殴れ 5%Llよらと五百 i立小さ←った、ホワ 1;.，アァ

1J¥ ;1[0互の出えは荷主に共通していた，，1mFのT

tU債はブ門野球パットが13.5GLJa，大'-(野球ノミ、ソトが

1:).4(;ドaであり，イ生I七Lた樹検に関係なく 11ο1';の1u

7う'両か pたu ハット製品の lIOEはシ 1 ガ メープル

板材。〉平均値とほぼiロj等℃あり，今封の天然{I-.!:fザ

モ村 rj)、別主をまjlW%上Illfる結果と'J:-~_)た SC;がパ

ツ?製品とそれ以外の試験体でほぼ河等であったこと

から，パノト製1171はi七ヤンゲキ ClfOFノ'5(;)が大き

かりだといえる パット製ゐのJJ!);(;jで{L 討にプロ野

球iコiけの'lii品についに Fでハァト村をIInきそのn邑

ぞ判断基ヰ;としてイωjjする外を選別jしているc この選

別iL本側究でnりた縦似lI';j試験と !rij訴に比 γング守，

の ~'1;1語を 11 つ亡いるものと推約されるが，バ y ト製込

のlJ!坊におしもて比ヤ〉グギの両い材が選択的に便性lさ

れている三とがe 今回のパノト製品と天扶庁アオダ司

のヰfOPの長に現れたこ考えられる。ヤWll試験したγ

オダ壬の旬体平均値がノ〈ッ!、製品の比ヤングヰ 1ブロ

リザほとた学~rf誌の 1" .0J仙 lS.lGPa) に遼 Lたものは全

体的約10%であった パ ト製品の材質を日fl:とする

場合には， J七ヤング半による優良本の;~IJiが l主要にを

るとし斗えるc

シーは心が題苫;ニノトさく繊維の連日〔リ'1がよかったこ 5，結 論

とが窺えたが?その世話の折144はアオグモとシ l 刀、

メーブルの中間(1))な1l{l，を小した J パ〆ト村に対する-

~;走的な評{面として"←カ、}メープルと l-~. 丸てアオタや

そのノ'¥'")ト;立しなり'¥，すし，J ~さオしとし h るが， JfI)J 

に閲する昨'1'，はこのtff:2と一致した。また 凡r()Rに

つい tもシュガーメープルが最九であったことから，

ハ y ト怜諮として if要な曲げ性能に隠してはンコガ

メ ブルiJ{1量れているといえるc シュガーメープルは

H-~~~に怒れるものの、互いために操作性，ス J 、/グ

スピードしつ汽でズ、利であるとされるが， '̂iW1iの結果で

は日誌在IiJJ-C-.')'(; (!) tをは認められなかった。またヲ L 

コノザーメーゾルは S%LBSカミノトさ刀、ったごとから，

反発係1えはヌ樹荷山中で最も小きかったと拡泌され

る

4， 4 パット材の強度と材質指標

ブ口町球 /、学岬球ノ、 yトの材質特性位をハ y ト

製品以外の試験体(アオダぞ，市ワノ iアッシュ司シ

コ }j~ え}プル〕と lLifえした結果， SC;に大きな去が

見つれなかった(表 2ハぷの他の特'1'1他については

~/ U野球こベ学野球のベットで匂向が呉なっていた

本合11究で待られた結121 ついて以 1'-(干まとめるつ

け .[UhLi:む内に牛育する天然中のアオダそについて地

域的とに材質変異をCIJlらかにするため，各位定I~加の

分散分析を行':)たところヲノミソト重主Iの折原である

SG と品発係数の指標~C"Jちるり%正月五について有邑

差が検出されたハ ん.ベットの Lなりや dさに関

係する lIOEル，七;れにくさの指標である M()Rに

ついては有亘左が検出されず， /([iiHJ象としたijfl

JiR ' n ，¥布地方についてt8げ件能に関わるJ行慌の地域

的な材質変異は小さいことが不防空きれたυ

I，~ アオダモについて AHIJとS'G0)問に稲荷は見ら

れなかった アオダコの ARWと他の強!長:指禄の

関係iこっ1ミてサ ll1Wが 2nWl以上の範出において

も 1:を除いご顕苦な相関が認められず，また?極

めて舵k.!JxぷのuHな!豆宍戸アオダその拾l正特性が

九然'[アオダモに劣らなかったことから，アナザモ

の人 Lj立林において速い成長迷l迂王パ 1 [材に治し

た材質の再 J が可能であることがノド攻;~れだc

(:1'" -j要なパノ、lIil丹種℃あるア主ダモ，ホワイトア

ッシュ，ン 1 ガャメ、ブル(，::.":Jいて。各強Udヨ擦の

うJ、百tぅ~}，f1T を行二、 Jなところ， (，'， ι" 11OH， MOJl， 
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5 %J，R5， C5 および 55について有，立走が検出さ iJ4投授，礼Jk絢一郎氏 樹木生物学耐究室の併野雄ゴ

れたっ特に，ivlOli， MOll， 5 %LBSといったノ、 J t博士，ならびに，試験材料を抗供していただき良重な

ト性能に関わる強)止指標について樹種間芹が顕著で 助言を賜ったl北北海辺パット仲茶の内村勝宏社i、に深

あった。各樹桓の材質的特徴をまとめると， :l樹極 く感謝の意を表します。

聞にパット草足(j並門性，スイングスピード)の点

で差はない町アオダモは打球時にLなり干すいが， 引用文献

材国が鈍いため反発係数は大きい，シュガーメープ 信長絢郎 (2刷)6) ノミット '1産を日的としたアオダ

ルは Lなりにくく強度もんきいが，材向の硬きはん モ人 l林育成，北海道大学ん学院農学研究科森林資

きくない，ホワイトアッシュはアオグモとシュガー 源'1物学分野，干成17イl度修十論文

メーブルの'1'間的な材質を持つ，と許価することが 干回孝俊 (2002) アオダモ優良個体の選抜と増殖，

できた。 北海道の林木育稀 4日1)， 14-]7 

11:1 プロ野球大宇野球パットの試験結果から，実際 宮島寛 (1979)・11尚産アオダモ材の'1長と基礎材質，

の製品に刷いられている材料は樹粍に関わらずJtヤ 北海iiJA学演料林研究報告 36':2)，421-430 

ング率 CvlOE/SG) がkさいことがわかったu こ 宮島寛，上111'fpロj，山崎亨史 (1附 5) 夕張産アオダ

のことは.パァト製造の現場において比ヤングヰの モ材の作長と来礎材質，北海道大予演習林研究報告

kきな村が選択的に使用されていることを不すもの 42'J)， 609-()24 

であろう アオダモ人工林の育成を行う場合には， 丙凶19JI (1978) アオダモ材の有効利用，北海道日

比ヤング率による優以木の選抜が有効であることが 林局菜務耐究発衣集録 23，87-95 

示唆された i'rlll秀邦 (1倒的 北海道のアオゲモに関寸る基礎資

料，日本町球機栴 北海道森林技術センター，

謝 辞 pp.I-18 

本研究を進めるにあたり，ご協力いただいた北海 古凶瓦希了 (199'1) : Iパソ卜の森」について，林業

道ん学k学院農学研究院森林資源生物学研究需の矢島 技術 631，33-35 
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Summan 

よ¥.lmostall of the aodamo (Fraxin弘守 lanuf{inosa)used for manufacturing baseball bats is being logged 

from thc natural forcsts in Hokkaido. This has raiscd a conccrn rc日ardingthc dcp1ction of rcsourccs. To 

obtain the fundamental data necessary for establishing山 damoplantations， the mechanical properties of small 

clear specimens of the aodamo logged from eight sites in Hokkaido. white ash (Fraxillus americana) and 

sugar mapleし4cersaccharum) logged from live siLes io Lhe United StaLeS， and the baseball bats broken aL 

the NP日 (NipponProfessional Baseba]]) and college baseballleague of Hokkaido games were investigated 

Thc fo11O¥vio日propcrtics¥vcrc mcasurcd: avcragc ring width (AR Tlウ， spccific広ravity(SG)， modulus of rigid-

ity ((;)， dynamic modulus of elasticity (Ed)， static modulus of elasti口tyfor bending (J10E)， modulus of rup 

ture (，.l/OR) ， energy absorbed during bending fracture tests (【札 energyabsorbed during impact bending 

(L/d) ， 10cal bearing stren日th(LBS) ， compressive sLrength parallel to the grain ((ヲ)， and shear stren日lh(5:5) 

よ¥sa result significant differences ¥vere observed in the values of G， 3'%JJRS，礼ndC:‘:) of the aodamo log 

gcd from diffcrc1lt sitcs. J10E. JfOR and Uthat wcrc important propcnics for bascball bats had no dif 

ferences孔monglogged sites. ::¥0 significant correl礼tions¥vere observed bet¥veen the AR nア礼ndother mecha 

nical properties of aodamo. e文ceptLマ Therefor札 itwas suggested that rapid growth and suitable mechanical 

prυ日erties[，υr baseball bals could be sland logelher [or the aodamo plan凶IIりns.Si民nilicanldilIerences among 

aodamo. white ash. and sugar maple were observed in the、aluesof C;. Eゐ rvrOF:.MOR. 5%UlS. CS. and SS 

Thc spccific J10E of brokcn bascball bats ¥vas high; this ¥vas suggcstcd to bc a mcchanical Qua1ity indcx to 

the material for baseball bats 

Keywords: Fra:anus lanuginosα. Fraxinusαmerzcanα. Acer saccharum. baseball bat. mechanical property 


